
16 Raisers 2016. 7

NTT東日本　ネットワーク事業推進本部
サービス運営部　技術協力センタ　ネットインタフェース技術担当

複数の信号種別の分析を要する
FAX不具合の解析手法

技術基礎講座

１．はじめに
私達、ネットインタフェース技術
担当は、フレッツ光ネクスト等の
IP系ネットワークサービスにおい
て、端末設備と電気通信回路設備の
分界点であるEthernetだけではな
く、ゲートウェイやビジネスホンが
有する「アナログ」や「ISDN」等
のインタフェースも解析して技術支
援を行っています。
今回は、その解析スキルを活用し
て対応した、ビジネスホン収容の
G3FAXで特定相手に時々送信でき
ない事例を紹介いたします。

２．事例概要と調査方法
お客様はビジネスホン配下に接続
されたG3FAXをご利用しています。
時々、FAXから特定の相手先に送
信できない事象が発生しました。
これまで保守者の対応として、ビ

ジネスホンに搭載されているひかり
電話用の外線パッケージやFAX用
の内線パッケージを交換および
FAX信号の送出レベル変更等を実
施しましたが解消しないため、技術
協力センタに原因調査の依頼がされ
ました。
事象発生時のデータを取得するた
め、Ethernetにはパケットキャプ
チャ装置、アナログインタフェース
にはG3ファクシミリテスタを設置
し、IPパケットとFAX信号の収集・
解析を行いました（図１）。

３．収集データの解析
○Ethernet：ひかり電話の呼制御プ
ロトコルであるSIPの通信シーケン
スに異常は確認されませんでした。
また、FAX信号を運ぶRTPパケッ
トにもパケットロスやパケットの到
着間隔等の事象発生の起因となる異

常は確認されませんでした。
○アナログインタフェース：G3ファ
クシミリテスタで収集した、申告が
あったお客様の送信側FAXの通信
シーケンスを図２、送信先の受信側
FAXの通信シーケンスを図３に示
します。
○送信側FAXの通信シーケンス：
送信側FAXは、画信号を送信後、
EOP（メッセージ終了）を送信し
ましたが、受信側FAXからMCF
（メッセージ確認）がないため、
DCN（切断命令）を送信し切断し
ていました（図２）。
○受信側FAXの通信シーケンス：
受信側FAXは、画信号を受信後、
送信側からのEOPを受信する前に
DCNを送信し切断していました
（図３）。
以上の結果から、受信側FAXが
先にDCNを送信して切断していた

図１　接続構成およびデータ収集ポイント
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ことが確認されました。よって受信
側FAXが切断している理由を確認
するため、さらに詳細な解析を実施
しました。

４ ．Audacityを用いた音声データ
の解析
事象発生時の受信側のEthernetで
取得したキャプチャデータから
RTPパケットを抽出し、送話／受
話ごとに保存した音声ファイルをフ
リーソフトのAudacity＊１で解析し
た結果、G3ファクシミリテスタで
は認識されていない信号を確認でき
ました（図４、赤枠点線）。
この信号は、送信側FAXが送信
したTCF（メッセージ確認）や画
信号とは異なり、受信側FAXが送
信したCFR（受信準備確認）と信
号送出時間／信号周波数が同じでし
た（表１、赤枠実線）。
以上から、この信号は、受信側
FAXが送信したCFRのエコー＊２で
あり、送信側のビジネスホンの内線
パッケージ内部（２線／４線変換
部）で発生したものと考えました　
（図５）。

＊１：音声ファイルの内容を視覚的
に表現したグラフ（波形／スペクトラ
ム）を見ながら、データの編集を行う
ことができる音声編集ソフト（http://
www.gigafree.net/media/se/audacity.
html）。
＊２：G3ファクシミリ（V.17以下）

は半二重通信であり、伝送制御部分は
送信、受信とも同じ周波数帯を使って
いる。そのためエコーが大きいと伝送
制御の送受が入れ替わる時に送信信号
のエコーを「相手から送られてきた信
号」と誤認し、伝送制御に異常を起こ
す場合がある。
（CIAJ標準規格「CES-Q006-1」IP-
PBXにVoIP-TAを経由してファクシミ
リ端末を収容する際のVoIP-TA／ファ
クシミリ端末ガイドライン［3.1.1.3　
エコーによる影響］から引用）
ht t p : / /www . c i a j . o r . j p / g a z ou/

guideline/guide_uns.pdf）

図２　送信側FAXの通信シーケンス 図３　受信側FAXの通信シーケンス

図４　音声ファイルをAudacityにより解析した結果

表１　信号解析の結果

図５　２線４線変換部のエコー発生イメージ
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組み合わせて取り組むことが必要と
なります。
今回の事例は、アナログインタ
フ ェ ー ス の 信 号 、な ら び に 、
Ethernetのデータを解析することで
解決できた内容でした。今後も技術
協力センタは、各インタフェースに
おいて、さまざまなツールを活用し
て信号やデータを解析し、特異故障
の解決に貢献してまいります。

からの信号と誤認識されなくなった
ためと考えられます。

７．おわりに
IP系ネットワークサービスにお
いて、ゲートウェイやビジネスホン
による構成ではアナログやISDNの
インタフェースを持つ機器が利用さ
れる場合があります。トラブルを解
決するためには、各インタフェース
に対応した測定機器と解析スキルを

５．原因の推定
本事象は、ビジネスホンの内線
パッケージ内部（２線／４線変換
部）で発生したCFRのエコーが約
－45dBm以上の時に、受信側FAX
の「受信レベル」のしきい値を超え
て送信側からの信号と誤認識され発
生したと考えました。なお、正常時
のCFRのエコーは約－70dBmでし
た（図６）。

６．対処
エコーが受信側FAXの「受信レ
ベル」のしきい値を超えないよう、
受信側FAXの「受信レベル」のし
きい値を上げる、または、エコーが
信号と誤認識されず小さくなるよ
う、受信側FAXの「送信レベル」
を下げることで対処が可能と考えま
した。
受信側FAXは「受信レベル」の
しきい値を変更できない機種だった
ため、「送信レベル」を１dBずつ下
げて確認し、２dB下げたところで
事象は発生しなくなりました。
エコーが受信側FAXの「受信レ
ベル」のしきい値を超えず、送信側

【Ｐエリア・協業エリアからの技術相談受付開始について】

所外系の故障修理業務、線路保全業務については、Ｐエリア・協業エリアの拡
大がされている現状を踏まえて、技術協力センタでは、Ｐエリア・協業エリアの通
信建設会社の皆さまから技術相談を受け付けています。原因がわからない故障、対
策方法がわからない故障等についてお問い合わせください。

◆連絡先
NTT東日本　ネットワーク事業推進本部　サービス運営部　技術協力センタ
アクセス技術　03-5480-3701（光・メタルケーブル設備　光アクセスシステム　等）
ネットインタフェース技術　03-5480-3702（ユーザ設備　IP/NWサービス　等）
材料技術　 03-5480-3703（腐食・防食　材料劣化・延命対策　等）
EMC技術　03-5480-3704（雷害対策　誘導対策　電磁関連　等）
Ｅ-MAIL gikyo@ml.east.ntt.co.jp

お・知・ら・せお・知・ら・せお・知・ら・せ

図６　受信レベルのしきい値のイメージ
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